
Title 『十七番詩歌合』について

Author(s) 伊井, 春樹

Citation 詞林. 1996, 19, p. 1-2

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/67380

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



『十
七
番
詩
歌
合
』
に
つ
い
て

本
書
が
初
め
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
「思
文
閣
古
書
資
料
目
録
」

第

一
三
六
号

（平
成
五
年
九
月
）
に
お
い
て
で
、
そ
こ
で
は

「十
七
番
詩

歌
合
　
一
巻
　
伝
藤
原
為
家
筆
　
鎌
倉
末
期
頃
写
　
孤
本
」
と
し
、
コ

番
よ
り
十
四
番
ま
で
存
、
肥
田
孫
左
衛
門
旧
蔵
、
古
筆
了
栄
極
札
付
、
紙

高
３‐
糎
、
長
さ
３
米
、
巻
子
装
、
箱
入
」
と
記
し
た
後
、
成
立
に
つ
い
て

考
察
し
た
添
え
状
の
紹
介
を
す
る
。
カ
ラ
ー
写
真
に
よ
っ
て
資
料
の
大
半

が
掲
載

（五
番
右
の
和
歌
を
欠
く
）
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
も
資
料

と
し
て

一
応
利
用
す
る
に
は
充
分
で
あ
っ
た
。
」ゝ
の
詩
歌
合
に
す
ぐ
さ
ま

注
目
し
た
の
は
井
上
宗
雄
氏
で
、
コ

条
実
経
に
つ
い
て
」
「
研
究
と
資

料
」
３０
輯
、
平
成
五
年

一
一
月
）、
「和
歌
史
研
究
に
つ
い
て
」
「
国
学
院

雑
誌
」
平
成
六
年

一
一
月
）
の
論
考
に
お
い
て
、
「建
治
元
年
九
月
家
経
歌

合
」
と
の
関
連
の
深
さ
と
と
も
に
、
こ
れ
も
同
年
秋
に

一
条
家
に
よ
る
主

催
で
は
な
い
か
と
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
そ
の
後
大
阪
青
山
短
期
大
学
の
所
蔵
と
な
り
、
調
査
す
る
機
会

を
得
、
内
容
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
こ

伊
井
　
春
樹

に
書
誌
と
と
も
に
経
緯
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
箱
蓋
に
は

「十
七
番

為
家
　
肥
田
孫
左
衛
門
」
と
打
ち
付
け
書
き
、
箱
横
に
貼
付
さ
れ
た
紙

片
に
は

「為
家
卿
／
詩
歌
合
／
巻
物
」
と
し
、
極
札
に
は

「為
家
卿
　
詩

寄
合
／
蔵
水
舟
　
一
巻

（琴
山
こ

「蔵
水
舟
　
詩
寄
合
　
一
巻
　
丑
七

（栄
こ

と
す
る
。
為
家
筆
と
す
る
の
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
期
の

書
写
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

巻
子
の
天
地
は
、
三

一
。
ニ
セ
ン
チ
。
表
紙
は
緑
地
の
緞
子
に
、
卍
、

柑
子
、
木
葉
等
の
織
文
、
見
返
し
は
斐
紙
に
金
箔
布
目
押
し
。
箱
に
は
、

次
の
よ
う
な
添
え
状
が
収
め
ら
れ
る
。

為
家
卿
拾
七
番
詩
専
合

一
巻
／
此
軸
者
従
来
肥
田
孫
兵
衛
殿
秘
／
蔵

之
処
先
年
前
大
納
言
様
御
所
望
二
付
末
之
方
三
番
程
御
切
取
／
被
遊

候
付
為
御
挨
拶
青
磁
花
入
壱
／
箇
御
下
渡
相
成
候
段
承
り
及
候
実
ニ

／
傑
作
な
懇
望
致
居
候
処
明
治
初
／
年
頃
故
有
而
購
獲
之
歓
／
思
之

余
姦
其
意
記
而
巳

丙
戌
秋
日
　
　
　
　
　
薮
下
園
ヽ
有
造
誌

⌒印
）

い
つ
の
時
代
か
不
明
だ
が
、
も
と
は
肥
田
孫
兵
衛

（箱
書
は

「孫
左
衛



門
し
の
所
持
、
そ
れ
を
前
大
納
言
が
所
望
し
、
巻
末
の
三
番
を
切
り
取
っ

た
の
だ
と
い
う
。
「薮
下
固
有
造
」
な
る
人
物
が
、
こ
れ
を
明
治
の
初
年

に
購
入
し
、
丙
戌

（明
治

一
九
年
）
秋
に
伝
来
の
事
情
に
つ
い
て
記
し
た

よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「不
揮
涯
庵
」
と
印
刷
さ
れ
た
原
稿
用
紙
に

「為

家
歌
巻
　
全
長
九
尺
九
寸
」
、
「
天
下
の
孤
本
」
で
あ
る
な
ど
と
述
べ
、
以

下

「十
七
番
詩
歌
合
」
の
成
立
に
つ
い
て
考
証
し
、
亀
山
天
皇
の
文
永
四

年
か
ら
六
年
の
間
の
成
立
と
す
る
。
こ
の
成
立
年
次
は
、
井
上
氏
が
論
じ

た
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

本
文
料
紙
は
斐
紙
、
初
め
に

「詩
訂
合
」
と
し
、

一
番
の
左
は
漢
詩
に

よ
る

「女
房
」
、
右
は
和
歌
の

「安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
」
と
し
、
以
下
十

四
番
ま
で
の
詩
歌
が
合
わ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、　
一
番
、

二
番
の
右
に
配
さ
れ
る
阿
仏
尼

（安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
）
の
和
歌
の
存
在

で
、
こ
れ
は
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
新
出
歌
で
あ
る
。
こ
れ
を
初
め
と
し

て
、
漢
詩
も
含
め
て
十
四
番
す
べ
て
新
資
料
だ
け
に
、
鎌
倉
期
に
お
け
る

詩
歌
合
の
実
態
と
と
も
に
本
文
の
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に

一

番
を
終
え
、
次
の
詩
歌
が
書
写
さ
れ
る
間
に
は
か
な
り
の
余
白
が
あ
る
こ

と
で
、
こ
れ
は
判
詞
を
書
き
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
用
意
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
原
本
そ
の
も
の
で

は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
に
近
い
伝
本
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
く
る
。
ま
た
、
巻
末
の
三
番
分
切
り
取

っ
た
た
め
、
本
来
は
十
七
番

だ
っ
た
と
す
る
の
は
、
果
た
し
て
正
し
い
の
か
ど
う
か
疑
間
の
存
す
る
と

こ
ろ
だ
が
、
混
乱
を
避
け
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
し
ば
ら
く
こ
の
名
称
の
ま

ま
に
し
て
お
く
。

平
成
五
年
九
月
に
大
阪
青
山
短
期
大
学
で
本
書
を
購
入
し
後
、
た
ま
た

ま
拝
見
し
た
私
は
、
資
料
的
に
貴
重
な
存
在
で
あ
る
と
知
り
、
大
学
院
の

演
習
教
材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
。
各
自
が
担
当

し
て
読
解
に
努
め
、
討
議
を
重
ね
た
の
だ
が
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
の
成
果

を
踏
ま
え
て
滝
川
幸
司
。海
野
圭
介
両
氏
に
ま
と
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
、
「詞
林
」
の
特
集
と
し
て
編
集
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
ど
も
の
力
量

不
足
の
た
め
も
あ
っ
て
不
明
な
点
も
多
く
、
充
分
な
内
容
と
は
い
え
な
い

の
だ
ろ
う
が
、
資
料
提
供
の
意
義
も
あ
っ
て
こ
の
よ
う
に

一
冊
に
ま
と
め

る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
大
阪

青
山
短
期
大
学
学
長
塩
川
利
員
氏
及
び
大
阪
青
山
短
期
大
学
の
当
局
に
深

甚
の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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